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2－　　－

　

秋
の
味
覚「
し
し
ゃ
も
」を
味
わ
う
こ
と
の

で
き
る
お
祭
り
、第
三
十
六
回「
門
別
し
し
ゃ

も
祭
り
」が
十
月
二
十
九
日
、富
川
さ
る
が
わ

せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。町
民
の

ほ
か
、町
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、観
光

ツ
ア
ー
の
バ
ス
も
多
く
来
場
し
、地
元
産
の

し
し
ゃ
も
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
と
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た

恒
例
の「
生
し
し
ゃ
も
つ
か
み
取
り
」で
は
抽

選
に
当
た
っ
た
人
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
、

氷
水
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
生
し
し
ゃ
も
を
素

手
で
つ
か
み
と
り
、つ
か
ん
だ
量
に
一
喜
一

憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

ざ
る
に
載
せ
た
し
し
ゃ
も
の
総
重
量
を
当

て
る「
し
し
ゃ
も
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」で
は

十
五
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
三
人
で
総
重
量

５
．３
㎏

の
し
し
ゃ
も
を
賞
品
と
し
て
三
等

分
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
横
を
流
れ
る
沙
流
川
河
畔
で
は
、

北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
日
高
支
部（
吉
田
昇
支

部
長
）に
よ
る
豊
漁
祈
願
祭
が
古
式
に
の
っ

と
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
飲
食
店
が
地
元
な
ら
で
は
の
新
鮮

な
し
し
ゃ
も
で
握
っ
た「
し
し
ゃ
も
寿
司
」を

販
売
、昼
食
時
に
は
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人

気
で
し
た
。ま
た
、用
意
さ
れ
た
炭
焼
き
コ
ン

ロ
で
格
安
販
売
の
干
し
し
し
ゃ
も
を
さ
っ
そ

く
焼
い
て
ほ
お
ば
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
大
抽
選
会
で
は
、し

し
ゃ
も
十
串（
百
匹
）等
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

お
祭
り
終
了
時
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
午
後
か
ら
晴
れ
渡

り
、お
祭
り
日
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。



3－　　－

　１０月２９日(日)～１１月５日（日）まで第１回町民文化祭が日高町文化協会（安田秋義会長）の主催により町内
各地区で行われました。
　今回は、合併後初の文化祭となり、展示発表、芸能発表などが各地区で盛大に開催されました。
　日高地区展示発表は日高総合体育館内で行われ、日高小学校、中学校や陶芸クラブ、日高アトリエ会など各
団体による絵画、書道、陶芸等見事な力作の数々が展示され、すばらしい作品の数々に、見に来た方々も感動

していました。
　また、３日（金）には町民センターで日高地区の芸能発表会が行われ、よさこい、産業学習生による歌や太
鼓、日本舞踊の華麗な舞いなどのほか、今年は、富川中学校吹奏楽部による演奏も行われ、合併後の文化交流
に一役買っていました。大勢の観客から拍手喝采を浴びる中、派手な日高山岳太鼓の演奏により芸能発表会
が締めくられました。
　門別地区は富川、門別本町、厚賀３地区合同の展示発表が門別総合町民センターで行われ、数多くの作品展
示されました。芸能発表は１０月２９日に厚賀、３日に門別本町、４～５日には富川で開催されバレエや舞踊、民
謡などが発表されました。

平成１８年度第１回町民文化祭

　

三
日
に
発
表
さ
れ
た
平
成
十
八
年
秋
の
叙
勲
で
は
、
日
高
町
内
か
ら
二
名
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
受
章
し
た
大
西
久
信
さ
ん
（
松
風
町
）
と
坂 

直
一
さ
ん
（
富
川
北
三
）
は
そ
れ
ぞ
れ
日

高
地
区
、
門
別
地
区
で
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
四
月
に
旧
日
高
町
森
林
組
合
理
事
に
就
任

し
、昭
和
四
十
八
年
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
組
合
長
を
務
め
、

日
高
、平
取
、門
別
の
三
町
森
林
組
合
合
併
後
も
十
五
年
ま
で

副
組
合
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
木
は
年
々
大
き
く
な
る
」と
言
い
き
か
せ
な
が
ら
山
一
筋

の
人
生
。組
合
長
時
代
に
は
森
林
管
理
や
山
火
事
防
止
な
ど

に
力
を
そ
そ
が
れ
、日
高
の
林
業
を
最
盛
期
か
ら
知
り
、現
在

も
国
有
林
の
間
伐
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
職
務
を
全
う
で
き
た
」と
話
し
、今

回
の
受
章
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
保
護
司
を
二
十
六
年

間
も
努
め
、犯
罪
を
お
か
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
塗
装
看
板
業
の
か
た
わ
ら
保
護
司
の
仕
事
を
す
る
の
は

大
変
だ
っ
た
が
更
正
を
引
き
受
け
た
人
が
立
ち
直
り
、仕
事

に
就
い
て
い
る
と
聞
く
と
少
し
で
も
役
に
立
て
た
の
か
と
嬉

し
く
思
う
」「
こ
れ
か
ら
も
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指

し
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
方
々
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
受
章
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

 濠
豪
豪
豪
豪

豪
豪

豪
豪
豪
豪
豪

豪
豪

豪
豪
豪
豪
豪

豪
豪
豪
豪
豪

豪
豪

轟
 

○
瑞
宝
双
光
章

　

更
生
保
護
功
労

　

坂  
 

直 
一
さ
ん（　

）
７１

○
旭
日
単
光
章

　

林
業
振
興
功
労

　

大 
西 
久 
信
さ
ん（　

）
８３
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　人工造林の保育に積極的に取り組み、地域の模範となる森林づくりを

行っている人を表彰する平成１８年度「ほっかいどう森づくりコンクール」

において、岩本守松さん（賀張）がカラマツ部門（１ha）で保育管理の優秀

さが認められ、北海道、北海道森と緑の会、北海道造林協会で構成する実

行委員会（堀達也実行委員長）から奨励賞を受賞しました。

　１０月３０日、自宅において伝達式が行われ賞状を受け取りました。

　岩本さんは昭和２９年、賀張に移住し、酪農、水田、畑作を行っていました

が前から山仕事が好きだった事から、昭和５４年頃に１０ha程の森林を所有

し整備をしてきました。

　今回の受賞は、自宅前の裸山を購入してご夫婦で植栽、間伐等を行い、

手塩に掛けて保育管理を行ってきた森林をコンクールに出品したもので

す。

森づくりコンクール。奨励賞受賞！

　森林に関わる優れた技術を認定する（社）国土緑化推進機構の平成１８年度「森の名手・名人１００人」の加工

部門に阿部益之さん（広富）が炭焼きと炭窯づくりで選ばれました。１日、役場町長室で町長より認定証が

伝達されました。

　毎年、森に関わる優れた技を極めた達人が１００人選ばれ、今年は道内から３人が選ばれました。

　阿部さんは「まさか表彰されるとは思いませんでした。実感がわきませんね。」と話していました。

　５０年ほど前に父母から教わった炭焼きの技術を思い出しながら、自分で炭窯をつくって間伐材などを使

い木炭を生産し、その量は年間約４．５トンにもなります。

　また、３～４日には阿部さんのもとを東京都立江戸川高校２年の石塚弘晃くんが訪問し、第５回「森の”

聞き書き甲子園”」のレポートを作るため泊まり込みで炭焼きの方法や阿部さんの炭焼きに対する思いな

どをテープレコーダーを手に熱心に聞きいっていました。

　石塚くんは「阿部さんの森に対する愛情と、炭焼きに取り組む真剣な姿に心打たれました」と話していま

した。

　今回取材したレポートは来年の１月に４，８００字程度にまとめ提出し、３月審査結果を待ちます。

「森の名手・名人１００人」炭焼き名人に！
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　日高西部消防組合消防署（菅野厚消防長）では、１０月２４日、秋の火災予

防運動行事の一環として「一日消防署長制」が実施されました。

　一日消防署長の委嘱は、富川高等学校の安部初雄校長で、消防長から

委嘱辞令を受けた後、書類決裁、庁舎内視察、立入検査、救急・救助・消火

訓練などの視察を行いました。

　委嘱解任の挨拶では、「実践さながらの救急・救助、火災出動訓練等を

目の当たりにし、この貴重な体験をいかして職場に帰ってからも、防火・

防災の意識を広めていきたい。」と話し、一日消防署長を終えました。

 秋の火災予防運動、一日消防署長！

『博士に聞こう！この石、な～に？　

　　　　　　　　－石・鉱物・化石のお宝鑑定会2006－』
　10月29日（日）に日高山脈館で石・鉱物・化石の鑑定会が実施され

ました。研究機関などで活躍されている５名の石の先生方をお迎え

し、みなさんがお持ちになった石や化石などを鑑定していただきま

した。前夜の冷え込みで道路凍結も心配されましたが、遠方からを

含めて多数の方にご来館いただき、76枚の鑑定書が発行されまし

た。

博士に聞こう！この石、な～に？

　町内で水稲と肉牛を経営し、指導農業士の春木正友さん

（清畠）は、昭和２８年生まれで１０年ほど前までは建設業に

勤めていましたが、現在は黒毛和種１２０頭（内繁殖牛６０頭）

を飼育しています。畜舎には極力経費をかけない考えで、

今までにビニールハウスを活用し、古電柱を利用した畜

舎の建設を行ってきました。

　春木牧場では、親から引き継いだ７２haのカラマツ林

などを所有しており、その間伐材を利用して低コスト

畜舎の建設を考え、自費でスウェーデン製の移動式（簡

易型）製材機を購入しました。

　日高森づくりセンター平取事務所の指導を得て、

利用できる間伐材の調査や機械のテスト製材が行わ

れ、搬出された丸太は見る間に角材や板材に仕上げら

れていきました。

　これからは計画的に自己山林の保育管理を行い、

自己山林材を活用しながら低コスト畜舎を自己で完成させ、山林の適正管理と農業の低コスト化を図るこ

とで、地域の農林複合経営の活性化につながることが期待されます。

　春木さんは３４年生の間伐を現在行っており，「来春には自己山林材を製材し、畜舎の建設を行いたい」と

意気込みを見せ，間伐作業に取り組んでいます。

複合経営でコスト削減！
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キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
火
を
お
こ

す
と
き
、文
化
焚
き
つ
け
な
ど
の
道
具
を
使
う
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。薪
を
集
め
、ラ

イ
タ
ー
以
外
の
道
具
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
で
火

を
大
き
く
育
て
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。お
こ
し
た
火

で
ご
飯
と
豚
汁
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
日　

時　
　

月　

日（
日
）　

時
～　

時

１２

１０

１０

１３

○
場　

所　

国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家
周
辺

○
講　

師　

樋
口
和
生
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
山

　
　
　
　
　

岳
活
動
サ
ポ
ー
ト
）

○
参
加
費　
　

円（
保
険
料
、食
材
費
）

４５０

○
人　

数　
　

名
程
度

２０

○
対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、幼
児

　
　
　
　
　

は
必
ず（
小
学
校
低
学
年
以
下
の
場
合

　
　
　
　
　

も
で
き
る
だ
け
）保
護
者
同
伴
で
お
願

　
　
　
　
　

い
し
ま
す
。

○
準　

備　

汚
れ
て
も
よ
く
て
寒
く
な
い
服
装

　
　
　
　
　

保
険
証
の
コ
ピ
ー

○
申
込
み
、お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

日
高
山
脈
館（
担
当
…
小
野
）

　
　
　
　
　

℡
０
１
４
５
７
‐
６
‐
９
０
３
３

※
わ
ら
細
工
の
回
は
都
合
に
よ
り
日
程
延
期
と
な

り
ま
し
た
。１
月
実
施
予
定
で
す
が
、決
ま
り
次
第

山
脈
館
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
サ
バ
イ
バ
ル
初
歩
の
初
歩

火
を
お
こ
す
！
」

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館主

催
事
業

①
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
ひ
と
と
き

　

今
年
生
誕　

周
年
を
迎
え
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

２５０

オ
ペ
ラ
の
中
で
も
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る『
フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
』の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す（
上
演
時
間
約

３
時
間
）。

○
日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１６

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

○
場　

所　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館
視
聴
覚
室

○
対　

象　

一
般（
お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　
　

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

②
し
め
な
わ
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う

○
日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

１７

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
～
午
後
３
時

３０

○
場　

所　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　

特
別
展
示
室

○
対　

象　

町
内
在
住
の
小
学
５
年
生
以
上

○
定　

員　
　

名（
先
着
順
）

１０

○
教
材
費　
　

円
５００

○
申
込
期
間　
　

月
１
日（
金
）～　

日（
木
）

１２

１４

③
ま
ゆ
だ
ま
か
ざ
り
教
室

○
日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

２４

○
場　

所　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　

特
別
展
示
室

○
対　

象　

町
内
に
在
住
の
方（
小
学
２
年
生
以
下

　
　
　
　
　

は
保
護
者
同
伴
）

○
定　

員　
　

名（
先
着
順
）

１０

○
教
材
費　
　

円
３００

○
申
込
期
間　
　

月
７
日（
木
）～　

日（
水
）

１２

２０

◇
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　

℡
０
１
４
５
６
‐
２
‐
３
７
４
６

日高町ＰＴＡ連合会研究大会「森 幸子氏講演会」のご案内
○演　題　『あたたかいことば探し・・・観光バスのある風景』今日の感動をことばに出来る毎日に・・・

○講　師　森　幸子氏（檜山観光バス(株)セールスマネージャー）

○日　時　平成１８年１２月９日（土）午後１時３０分～午後４時まで

○会　場　門別総合町民センター

・主　催　日高町ＰＴＡ連合会、日高町教育委員会

・後　援　北海道教育委員会、日高町、日高町青少年問題協議会

・協　力　託児サークル「ホットタイム」

　※ＰＴＡ以外の方にも是非聞いて欲しい、バスガイドさんの講演です！！

平成１８年度「幼児作品展」開催

門別地区の子どもたちの作品展です。是非、ご家族・お友達など誘い合ってお越しください。

 域違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違育 

森 幸子氏プロフィール
　バスガイドを行いながら昭和４２
年より一貫してバスガイド技術養
成の社員指導を行う。平成１５年に
は道民カレッジ学士第１号とな
り、翌年に女性初の修士に認定。

○と　き　１２月１日（金）午前９時～午後９時

　　　　　　　２日（土）午前９時～午後９時

　　　　　　　３日（日）午前９時～午後５時

○ところ　門別公民館　講堂

○内　容　作品展示（絵画・工作など）

主　催　　日高町教育委員会

 唖  阿  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 愛  挨  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 

○参加予定団体

厚賀すずらん保育所・門別わかば保育所・富川二

葉保育所・緑ヶ丘季節保育所・庫富季節保育所・

豊郷季節保育所・清畠季節保育所・賀張季節保育

所・里平季節保育所・富川ひばり幼稚園・厚賀幼

稚園・チャイルド学級「親子で共同制作」参加者

 唖  阿  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 愛  挨  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 



7－　　－

　『のびスポクラブ』の第３種目のスポーツとして、

《ポートボール》を１０月２３日に門別総合町民センター（ス

ポーツセンター）で開催しました。               

　１７名の子ども達が参加し、山田英孝スポーツ指導員に

ルールを教わりながら、実際にボールを手に取りパスや

ドリブルを体験しました。

　短い時間の中でしたが、

最後にはゲームを行い、ボ

ールを２個に増やして行

うなどのユニークなルー

ルで競技を楽しみました。

　
　
　

　春にオープンしました町内パークゴルフ場が、

シーズンオフを向かえました。厚賀森林公園パー

クゴルフ場の２６日を最終に各施設がクローズし

ます。（降雪により、早期終了の場合があります。）

　今年も好天が続き多くのパークゴルフ愛好者

の利用がありました。

  来年もマナーを守って楽しくプレー出来るよう

多くの方々の来場をお待ちしています。

　　・日高沙流川パークゴルフ場

　　・日高パークゴルフ場

　　・門別中央パークゴルフ場

　　・厚賀森林公園（パークゴルフ場）

平成１８年度
北海道体育指導委員研究協議会
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成人歯科健診のお知らせ
　歯を失う原因の９割が虫歯と歯周病といわれています。これらの病気を予防し、健康なときからきちんと歯
の管理を行うことが、いつまでも自分の歯を保つポイントとなります。そこで町では、今年度より門別地区で、
成人歯科健診を実施することになりました。（日高地区は生活習慣病健診にあわせて実施しております。）ぜひ

この機会に歯科健診を受けてみませんか？
　【対象者】　　日高町に住所を有する２０歳以上の方
　【実施期間】　平成１９年１月９日～平成１９年３月３１日のうち各歯科診療所の診療時間内
　【自己負担】　無料（ただし、健診後治療を受けた場合、治療代は自己負担とする。）
　【実施機関】　門別歯科診療所、鎌田歯科医院、土井歯科医院、フォーク歯科
　【申込方法】　本庁保健福祉課（０１４５６―２－６１８３）　富川出張所（０１４５６－２－０２５５）
　　　　　　　厚賀出張所（０１４５６－５－２１１１）へ申し込みをしてください。
　　　　　　　＊受診券は郵送になりますので、平成１９年３月２２日（木）までにお申し込みください。

 惨撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒撒散 

　　　　　　　　（土・日・祝日は除く）

　１０月１５日（日）門別総合町民センターにおいて「第１回日高町健康まつり」が開催されました。

　当日は、日高地区からもたくさんの方が来場し、各コーナーを見て回ったり体験コーナーに参加してい

ました。今回はその様子をレポートします。

大
人
か
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子
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ま
で
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の
中
を
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ッ
ク
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は
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？
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。
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１月から介護保険の認定区分が変わります。
要支援の方は「介護予防サービス」の対象となります。

　平成１８年４月の法律改正により「介護予防サービス」が創設されました。「介護予防サービス」では、日常の生

活機能の維持と向上を主な目的としていますので、これまでの「介護サービス（要介護認定）」とは仕組みが異な

ります。

☆居宅サービス利用限度額の変更
変　更　後現　　在

１ヶ月の支給限度額要介護状態区分１ヶ月の支給限度額要介護状態区分
４９，７００円要支援１掛６１，５００円要支援
１０４，０００円要支援２１６５，８００円要介護１

☆訪問介護（ホームヘルプ）
変　更　後現　　在

自己負担１ヶ月のサービス費用内　　　容

掛支給限度額の範囲内で利用可
１，２３４円１２，３４０円週１回程度の利用
２，４６８円２４，６８０円週２回程度の利用

４，０１０円４０，１００円週２回を超える利用
（要支援２のみ）

※要介護１の認定を受けていて、要支援２に判定された方は通院等の介助を受けることは出来ません。

☆通所介護（デイサービス）　※小規模型通所介護費４時間以上６時間未満の場合
変　更　後現　　在

（共通的サービス）

掛

（基本部分）
自己負担１ヶ月のサービス費用要介護度自己負担１回の利用料要介護度
２，２２６円２２，２６０円要支援１５２９円５，２９０円要支援

４，３５３円４３，５３０円要支援２５８８円５，８８０円要介護１

（選択的サービス）
自己負担１ヶ月のサービス費用内　　　容
２２５円２，２５０円運動器機能向上
１００円１，０００円栄養改善
１００円１，０００円口腔機能向上
８１円８１０円アクティビティ

☆通所リハビリテーション（デイケア）　※介護老人保健施設で４時間以上６時間未満の場合
変　更　後現　　在

（共通的サービス）

掛

（基本部分）
自己負担１ヶ月のサービス費用要介護度自己負担１回の利用料要介護度
２，４９６円２４，９６０円要支援１４４７円４，４７０円要支援
４，８８０円４８，８００円要支援２５１５円５，１５０円要介護１

（選択的サービス）

自己負担１ヶ月のサービス費用内　　　容
２２５円２，２５０円運動器機能向上
１００円１，０００円栄養改善
１００円１，０００円口腔機能向上

☆ケアマネジメント
変　更　後現　　在

すでに認定を受けてサービスを利用している方は、現在
のケアマネージャーとご相談ください。
新規の方は町の地域包括支援センターで作成します。

掛
各居宅介護支援事業者との契約によりケアプラン
を作成しています。

※サービス利用額（自己負担額）は表示額の１割分となります。また、今まで１回単位でありましたが、１ヶ月
単位　に変わりましたのでお間違えないようお願いします。
　なお、ご不明な点は下記まで連絡願います。

□問い合わせ先□
日高町役場　保健福祉課　介護保険係

電話番号　０１４５６－２－６１８３
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オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。被害を未然に防ぎましょう！

－思わぬ展開で宝飾品契約－

－消費生活に関する問い合わせ－

北海道立消費生活センター　　　　　　　　　０５０－７５０５－０９９９

日高町役場（本庁舎）企画商工課商工観光係　０１４５６－２－６１８１

　　　　　（総合支所）経済振興課観光係　　０１４５７－６－２００８

　１２月は、町税及び各種使用料等の収納強化月間となっております。

  臨戸（訪問）徴収を中心とした徴収体制となりますが、町税・使用料などを納入されていない方は、お早めに

納入して下さいますようお願いいたします。

  町税等は自治体にとって欠くことの出来ない重要な財源ですので、是非完納されますよう特段のご理解と

ご協力をお願いいたします。

　このまま未納が続きますと、平成１９年４月から実施される『日高町町税等の滞納に対する制限措置に関す

る条例』の対象者となり、町が提供している４８項目の行政サービスの利用が制限される場合がありますの

で、期日までに納入されますようお願いいたします。

※制限される行政サービス等は１０月号広報に掲載しております。

燕燕町税等はまちづくりの貴重な資金です。燕燕
燕燕燕納期内の納付をお願いいたします。燕燕燕

日高町役場収納対策室
　℡０１４５６－２－５３００
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「電話のユニバーサルサービス制度」がスタートします。
ユニバーサルサービス制度とは？
　ユニバーサルサービス制度とは、ＮＴＴ東日本や西日本が加入電話などのユニバーサルサービスの提供を確

保するために必要な費用を、電話会社全体で応分に負担する、受益者負担の考え方に基づいた仕組みです。

ユニバーサルサービス制度に関するＱ＆Ａ
　Ｑ１　ユニバーサルサービスとは何ですか？

　Ａ１　電気通信事業法により、「あまねく日本全国で提供が確保

　　　　されるべき」と規定されているサービスです。加入電話、

　　　　公衆電話、１１０番・１１８番・１１９番などの緊急通報がこれに該

　　　　当します。

　Ｑ２　なぜ、ユニバーサルサービス制度が必要なのですか？

　Ａ２　昨今の携帯電話・ＩＰ電話の普及や電話サービスにおける競争が進んだことなどに伴い、通信料金は

　　　　大幅に安くなりました。一方、ユニバーサルサービスの確保に必要な費用が不足しており、このままで

　　　　は、ＮＴＴ東日本・西日本だけでユニバーサルサービスを維持できなくなることから、主要な電話会社

　　　　全体で支えていくことになったのです。

　Ｑ３　利用している電話会社の利用料金が値上がりになるのですか？

　Ａ３　ユニバーサルサービス制度の負担金は、当該負担金を拠出する電気通信事業の費用の一部を構成する

　　　　ものであり、最終的にはその原資は最終利用者からの料金収入によって賄われます。そのため、ユニ　

　　　　バーサルサービス制度の負担金を拠出する事業者が当該負担金を経営努力によって内部吸収するか、

　　　　あるいは利用者に対して負担を求めるかについて、経営判断により決定することになります。詳細は

　　　　ご利用の電気通信事業者にお問い合せ下さい。

　◎ユニバーサルサービス制度に関する情報は、以下のホームページに掲載しています。

　　http://w w w.sou m u.go.jp/joho_tsuin/universalservice/index.html

お問い合せ　北海道総合通信局情報通信部電気通信事業課　℡０１１－７０９－３９５６

鴨鴨鴨日高国際スキー場からのお知らせ鴨鴨鴨
１２月１６日（土）１３時オープン　１６時終了（無料開放）

ナイター営業は１月５日（金）開始予定
今年からナイター営業は、毎週月・水・金・土曜日

の１６時から２０時までとなります。

　　　◇町内在住者のシーズン券特別料金
　　　　　　　未就学児童・小学生　　５，０００円　　　８，０００円（ナイター共通）
　　　　　　　中学生・高校生　　　　８，０００円　　１３，０００円（ナイター共通）
　　　　　　　一般町民　　　　　　２２，５００円　　２７，０００円（ナイター共通）

○お問い合わせ○
日高町役場日高総合支所施設整備課　℡０１４５７－６－２０２４
日高国際スキー場　　　　　　　　　℡０１４５７－６－３６６７

　町民はシーズン券購入額が軽減されます。未就学児童・就学児童生徒は、所定の
スキーリフト使用料軽減申請書を購入時に提出してください。小中学生は各学校
で配布します。未就学児童・高校生は町役場企画商工課・日高総合支所施設整備課
にて所定の用紙をお受け取りください。一般町民は住所・身分証明できるもの（免
許証等）を購入時に提示ください。なおシーズン券の購入には顔写真が必要です。
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交通事故死
　～今年もワーストワン返上を！～

☆冬道ブラックアイスバーンに注意                            

　初冬期の早朝や夜間には気温が下がり、雨などで濡れている路面が凍結してアイスバーン（ブラックアイ

　スバーン）になっていることがあるので、濡れた路面での急ブレーキや急ハンドル、急加速は禁物です。

☆冬期間の踏切事故防止のために
　踏切に近づいたら路面状況に応じ、確実に一旦停止できるスピードに落としましょう。

☆降雪・凍結路面に注意
　タイヤやワイパーを冬用に交換しておくか、または突然の降雪に備えて必ずタイヤチェーンを携行してお

　きましょう。※スノーブラシも忘れずに・・・。

☆峠越えする場合はスピードダウン
　今年１０月までに日高町管内で６件の交通死亡事故が発生し、６人の方がなくなっています。

　日勝峠は急勾配の坂道、カーブ、橋梁が多く冬道は特に危険です。また、凍結路面でのスリップ事故が多

　いことから、急発進、急ハンドル、急加速、急ブレーキなどの操作をしない運転を励行しましょう。

日高町の交通事故件数

５６件・・・・焔発生件数

６人・・・・焔死  者  数

８３人・・・・焔傷  者  数

２００６年１０月３１日 現 在

第９号

気日常の生活の中で交通安全を考え実践しましよう。

交通死亡事故抑止３大対策４大キャンペーン
今年もワーストワン返上！

　　　Ｓ　スピード・ダウン
　　　Ｓ　シルバー・セーフティアップ
　　　Ｓ　シートベルト・レベルアップ
　　　　　※飲酒運転追放

毎月１５日は

道民交通安全の日

 ストップ・ザ・交通事故死

ストップ・ザ・交通事故死
～めざせ　安全で安心な車社会　北海道～

「冬道は、じわ～と運転・日高町」 運動発進！

「じわ～っと転がし、じわ～っと止める」
 「発進をじわ～っと、ハンドルをじわ～っと、ブレーキをじわ～っと」

 唖  阿  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 愛  挨  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 

◎町長のメッセージ
　日暮れが早くなり、雪の季節が近づき交通事故の危険性が高くなります。

　日高町は交通死亡事故が多発しておりますので住民のみなさんは十分注意して運転して

　下さい。
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富川南西スポーツクラブ
　１０月２２日（日）パークゴルフサークル内交流大会（写真）が町中央パークゴルフ
場で、男 ２４名、女１４ 名計３８名が開催され交流が図られました。
　成績は次のとおり

日高地区スポーツクラブ
焔Ｊｒクラブ
　９月27日にボール遊び（9人）及び10月19日にゲートボール（7人）を行いまし
た。ゲートボールは、高齢者の方々との交流にもなり楽しいひとときを過ごしま
した。 

焔門別ミニバレーボール競技規則講習会
　１０月２５日（水）１９：００～総合体育館で約３０名の参加者の出席で開催されました。
「ＰＴＡ、少年団」等の大会があるため、指導は、競技規則考案者の方と富川南西
スポーツクラブミニバレーボールサークルの方々に指導していただき、笑いの
中盛会裏終了しました。
　今後も多くの競技を紹介していきたいと思います。

　◎問い合せ　　富川南西スポーツクラブ　　０９０－１５２５－４１９７（事務局）
　　　　　　　　日高地区スポーツクラブ　　０１４５７－６－３８５８（教育委員会内）

女性の部男性の部成　　績

滝　　ミサオ岡本　茂夫優　　勝

及川　和子高岡　久夫準 優 勝

松原　慧子富沢　　洵第 ３ 位

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

平
成　

年
度

１９

入
学
生
・
受
講
者
募
集
中
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、広
域
通
信
制
高
等
学

校
、福
祉
通
信
教
育
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

　

高
等
学
校　

普
通
科

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て
３
年
で
高

　

校
卒
業
資
格
取
得
）

　

高
等
学
校　

選
科

　
（
修
得
科
目
は
高
卒
認
定
試
験
の
受
験
免

　

除
）

　

専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
（
介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）

　

生
涯
学
習
通
信
講
座

　
（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
約　

コ
ー
ス
）

２００

■
募
集
期
間

　

高
等
学
校　

普
通
科
・
選
科

　
　

平
成　

年
２
月
１
日
～
４
月　

日

１９

２０

　

専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
　

平
成　

年
２
月
１
日
～
３
月
１
日

１９

　

生
涯
学
習
通
信
講
座

　
　

通
年
申
込
受
付

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

〒
１
８
６－

８
０
０
１

　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２－

　
３６

　

℡
０
４
２－

５
７
２－

３
１
５
１（
代
表
）

　

胃
０
４
２－

５
７
４－

１
０
０
６

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
案
内
請
求
）

　

０
１
２
０－

０
６－

８
８
８
１

アンケート調査に
ご協力ありがとうございました。
町では、この度「まちづくりアンケート調査」を実施し、皆様の

ご協力により無事終了しました。

　皆様の声をこれから策定する「日高町総合振興計画」に反映さ

せ、対話と協働のまちづくりにむけ、新しいまちづくりの指針と

なる計画を策定してまいりますので、今後ともご協力をお願い

いたします。

日高町長　三 輪　茂
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ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
高
町
字
賀
張　

－

　
１７０

１６

槇
本
一
雄
様
は
平
成　

年　

月　

日
、産
業

１８

１０

３０

振
興
基
金
寄
附
金
と
し
て
１
０
０
，０
０
０

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
笠
原
勉
様（
富
川
南
）ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
多

数
◇
山
口
悟
様（
富
川
北
）オ
ム
ツ
・
多
数
◇

斉
藤
礼
子
様（
富
川
西
）布
切
れ
多
数
◇
ひ
ま

わ
り
の
会
代
表　

小
倉
睦
子
様（
富
川
南
）手

拭
い
・
古
布
多
数
◇
若
山
文
利
様（
豊
郷
）オ

ム
ツ
多
数　

以
上
老
人
ホ
ー
ム
門
別
長
生
園

得
陽
園
へ

◇
日
高
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
部
長

　

長
谷
川
ふ
み
様（
豊
郷
）歌
謡
等
慰
問
◇
豊

郷
老
人
ク
ラ
ブ
銀
嶺
会
婦
人
部
代
表　

長
谷

川
徳
恵
様　

タ
オ
ル
多
数
◇
厚
賀
喜
寿
会
有

志
様　

タ
オ
ル
多
数
◇
三
宅
陽
治
様（
新
冠

町
）新
米
多
数
◇
富
川
ひ
ま
わ
り
の
会
代
表

　

小
倉
睦
子（
富
川
南
）タ
オ
ル
多
数　

以
上

介
護
老
人
保
健
施
設
門
別
愛
生
苑
へ

◇
木
立
ツ
ナ
様（
門
別
本
町
）金
一
封
◇
㈱
門

別
総
合
と
ね
っ
こ
の
湯
職
員
一
同
様（
富
浜
）

一
般
寄
付
◇
石
田
一
男
様（
苫
小
牧
市
）金
一

封
◇
山
口
悟
様（
富
川
北
）金
一
封
◇
島
田
勝

治
様（
富
川
西
）金
一
封
◇
若
林
一
雄
様（
広

富
）金
一
封
◇
柴
田
節
子
様（
富
川
東
）金
一

封
◇
中
村
洋
子
様（
豊
郷
）金
一
封
◇
早
坂
政

子
様（
北
広
島
市
）金
一
封　

以
上
日
高
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ

平
取
町
外
２
町
衛
生
施
設
組
合

か
ら
の
お
願
い
！

☆
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は
収
集
さ
れ
ま
せ
ん

　

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
処
理
証
紙
が
貼
っ
て
い
な
い
ご
み

②
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
出
さ
れ
る
も
え
な

　

い
ご
み
や
資
源
ご
み

③
収
集
曜
日
を
間
違
っ
て
出
さ
れ
た
ご
み　

④
大
型
ご
み
１
個
に
つ
き　

円
証
紙（
橙
色
）

３００

　

で
す
。　

円
証
紙（
赤
）は
使
え
ま
せ
ん
。

７０

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ご
み
捨
て
場
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し

　

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

☆
家
電
ご
み（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗

　

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
）は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

に
出
さ
れ
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
。

・
家
電
ご
み
の
処
理
方
法

①
処
分
す
る
家
電
ご
み
の
購
入
店
や
買
換
え

　

を
す
る
販
売
店
へ
取
引
を
依
頼
す
る
。（
販

　

売
店
や
購
入
店
に
は
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル

　

法
に
よ
り
必
ず
引
き
取
る
義
務
が
生
じ
ま

　

す
。ご
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
家
電
ご
み
は
苫
小
牧
市
に
あ
り
ま
す
指
定

　

取
引
場
所
へ
直
接
搬
入
す
る
。（
収
集
運
搬

　

料
金
は
不
要
）詳
し
く
は
１
８
年
度
ご
み

　

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
購
入
店
や
販
売
店
が
近
く
に
無
い
、分
か

　

ら
な
い
場
合
は
衛
生
組
合
に
お
問
い
合
わ

　

せ
下
さ
い
。

　

℡
０
１
４
５
６－
２－

２
０
２
４

◎
募
集
種
目
・
資
格

○
２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者（　

年
４
月
１

１８

２７

１９

日
現
在
）

◎
受
付
期
間

　

平
成　

年　

月
初
旬
ま
で

１８

１２

◎
試
験
日

　
　

月
８
日（
金
）又
は
９
日（
土
）の
１
日

１２
◎
身
分
、処
遇
等

　

身
分　

特
別
国
家
公
務
員

　

給
与
等　

昇
給（
年
１
回
）

　
　
　
　
　

賞
与（
年
２
回
）

　
　
　
　
　

２
士
の
初
任
給

　
　
　
　
　
（
高
）　

１
５
７
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
大
卒
）１
６
８
，６
０
０
円

    　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

そ
の
他

  

衣
服
・
食
事
は
貸
与
又
は
支
給

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

お
近
く
の
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

中
川
美
和（
富
川
北
）中
村
聖
子（
厚
賀
町
）

　

杉
原
正
男（
本
町
東
）川
渕
健
一（
新
町
）

　

又
は
、自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内

　

地
域
事
務
所

　

℡
０
１
４
６－

４
４－

２
１
２
１

　
　
（
内
線
３
６
４
）

自
衛
官
募
集
受
付
中

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
お
ト
ク
で
す

○
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
は「
早

割
」が
お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振

替（
早
割
）に
す
る
と
月
　々

円
が
お
得
に

５０

な
り
ま
す
。こ
れ
は
、４
％
の
年
利
に
相
当

し
ま
す
。し
か
も
現
金
納
付
と
違
っ
て
毎

月
銀
行
等
の
窓
口
で
保
険
料
を
納
め
る
手

間
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

早
割
制
度
を
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

と
、翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振
替
に
て

２
ヶ
月
分
の
保
険
料（
従
前
の
保
険
料
と

　

円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）が
引
落
し
と

５０な
り
、そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が　

円
５０

割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、口
座
振
替
で
毎
月
納
付
を

し
て
い
る
方
は
翌
月
末
日
に
定
額
保
険
料

（
平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、１
３
，８
６

１８

０
円
）が
口
座
振
替（
引
落
し
）さ
れ
て
い

ま
す
。従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月
納
付

い
た
だ
い
て
い
る
方
も
早
割
に
変
更
す
る

た
め
に
は
、あ
ら
た
め
て
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

申
し
込
み
手
続

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
に
は
、基
礎

年
金
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
の
で
、年

金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、金
融
機
関
届
出
印

の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申
し
込
み

用
紙
は
、金
融
機
関
、苫
小
牧
社
会
保
険
事

務
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
１
４
４－

３
６

－

６
１
３
１
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 茄
禾
禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾

禾
禾
禾
禾

禾
禾
荷

 

▽赤ちゃん健診

　１２日（火）　サンポッケ

　＊対象は、全乳児と１歳６ヶ月～２歳、３歳～３歳６ヶ月

　　のお子さん

　２０日（水）　門別公民館

　＊対象は、平成１７年１２月、平成１８年２、５、８月生まれの

　　赤ちゃん

▽子育てひろば（育児相談）

　１２日（火）　門別ふれあいセンター

▽健康ひろば（健康相談）

　１２日（火）　門別ふれあいセンター

　１８日（月）　日高老人福祉センター

▽乳がん・子宮がん検診

　１６日（土）　門別公民館、厚賀会館

▽予防接種

　〈三種混合〉

　１、４日　鎌田病院

　５、６日　門別国保病院

　〈麻しん・風しん混合〉

　２０、２１日　門別国保病院

　〈ＢＣＧ〉

　１８、１９日　日高国保病院

　２０日　  　門別公民館

こころの健康相談

　◎対象は、精神的な不安や悩みがある方です。

　〈日時〉１２月１日（金）　１３：３０～１５：３０

　〈場所〉静内保健所

　　　　新ひだか町静内こうせい町２丁目８－１

　＊予約制ですので１１月２７日（月）までに申し込み

　　をしてください。（月１回開催予定です。）

精神障がい者セミナー

　◎対象は、精神障がい者の家族です。

　〈日時〉１２月４日（水）　１３：３０から

　〈場所〉静内保健所

　　　　新ひだか町静内こうせい町２丁目８－１

　＊１１月２９日（水）までに申し込みをしてください。

申し込み先、問い合わせ先

　　静内保健所健康推進課主査または保健師

　　℡０１４６－４２－０２５１

札幌弁護士会 ひだか弁護士相談センター

　クレジット・サラ金・交通事故・離婚・相続・賃

貸借・おとなりとのトラブル・・・などなど何でも

お気軽にご相談ください。

　１２月の相談日・・・４日（月）　・５日（火）

　　　　　　　　　・１３日（水）　・１４日（木）

　　　　　　　　　・１９日（火）　・２０日（水）

□事前予約制　℡ ０１４６－４２－８３７３

□予約受付　　平日の午前１０時から午後４時まで

門別温泉とねっこの湯
からのお知らせ

◎年末年始の営業
　平成１８年１２月３１日
　　　　　　・・・午前１０時～午後３時
　平成１９年 １ 月 １ 日
　　　　　　・・・午前１１時～午後６時
　　　　　 １ 月 ２ 日
　　　　　　・・・午前１０時～午後８時
　　　　　 １ 月 ３ 日
　　　　　　・・・平常通り

活活活お問い合せ渇渇渇
℡ ０１４５６－３－４１２６
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月

　日高山脈館　
　開館時間　　１０：００～１５：００（１１～３月）

　猿休館日　　毎週月曜日（祝日の場合は翌火曜）

　　　　　　　１２月２９日～１月５日

　猿お問合せ　日高山脈館　電話０１４５７－６－９０３３

　日高町民センター・総合体育館　
　開館時間　　９：００～２１：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　教育委員会分室生涯学習課

　　　　　　　０１４５７－６－３８５８

　門別総合町民センター　
<スポーツセンター >
　３日（日）富川小学校ＰＴＡミニバレーボール大会

　１０日（日）第１３回ライオンズカップサッカー大会

　１７日（日）第２４回フレンド杯バドミントン大会

　２４日（日）第５６回町内ミニバレーボール大会

　年末年始休館日　

　　１２月３０日～１月５日（２９日・１月６～８日は午後５時閉館）

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿休館日　　４日・１１日・１８日・２５日

<福祉センター >
　９日（土）チャイルド学級「家庭教育講演会」

　　　　　　日高町ＰＴＡ連合会研究大会

　１７日（日）吹奏楽団定期演奏会

　年末年始休館日

　　１２月３０日～１月５日（２９日・１月６～８日は午後５時閉館）

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿お問合せ　教育委員会　０１４５６－２－２４５１

<門別中央スポーツホール>
　年末年始休館日

　　１２月３０日～１月５日（２９日・１月６～８日は午後５時閉館）

<富川青少年会館>
　年末年始休館日

　　１２月３０日～１月５日（２９日・１月６～８日は午後５時閉館）

平成１８年１０月末現在

外国人登録世帯数女男人　口

７６人６，６８３世帯７，２８６人７，２３４人１４，５２０人今月の人口

（４）（１）（△４）（△８）（△１２）前月対比

　日高図書館郷土資料館　
　開館時間　　１０：００～１７：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　日高図書館郷土資料館　０１４５７－６－

２４６９

　とみかわ児童館　
　１日（金）　おりがみクラブ

　７日（木）　ビデオ上映会

　８日（金）　児童クラブ工作会

　１４日（木）　キラキラチャレンジ

　１６日（土）　クリスマスのつどい

　２１日（木）　クリスマス工作会

　２２日（金）　ぬりえの日

　２６日（木）　カレンダーづくり

　猿開館時間　９：００～１７：００

　猿休館日　　３日・１０日・１７日・２３日・２４日

　　　　　　　３０日（館内清掃日）・３１日

　猿お問合せ　とみかわ児童館　０１４５６－２－３０４４

　門別図書館郷土資料館　
　16日　オペラ　「フィガロの結婚」　鑑賞会

　17日　体験学習講座「しめなわリース」

　24日　体験学習講座「まゆだま作り」

　猿開館時間　火～金　１０：００～１８：００

　　　　　　　土・日　１０：００～１７：００

　猿休館日　　４日・１１日・１８日・２３日・２５日・２９日

　　　　　　　３０日・３１日

　猿お問合せ　門別図書館郷土資料館　０１４５６－２－３７４６
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